
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

【校訓】 

大きな夢を 

(その実現に向けて) 

明るく 正しく たくましく  枕崎市立別府小学校 ＴＥＬ76－3452 

 
令和６年２月１６日 

校長 吉見一弥 

 

 

感謝の気持ちがあふれる，すてきな給食感謝会 

２月１０日（土），校内なわとび大会を実施しました。たくさんの保護者の方々を前に，子どもたち
はやる気十分。持久とびやあやとび，交差とび，二重とびなど，様々な技を披露しました。高学年の
中には，はやぶさやつばめ，三重とびなど，高度なスゴ技をとぶ子もいて，大きな拍手をもらいまし
た。１年生は，練習開始時はあまりうまくできず，担任の川畑教諭も「どうなることか。」と心配してい
ました。しかし，時には悔し涙を流しながらも地道に練習を重ねてめきめき上達し，本番では軽快に
とぶ姿を見せてくれました。子どもの伸びって本当にすごい！今後も，明確な目標を持たせ，そこに
至る「過程（努力）」を大切に取り組ませて，確かな成長につなげていきます。 

 

１６日（土）青少年育成の日  
１７日（日）家庭の日 
１８日（月）のはらず読み聞かせ 
１９日（火）卒業式練習（５・６年）  
２０日（水）春分の日  
２１日（木）卒業式準備（４・５年）給食終了  
２２日（金）卒業式（５・６年）  
２５日（月）修了式  
２６日（火）辞任式 ＰＴＡ送別会 
 
※ 来年度に転出等の予定がありましたら，お早め
に学級担任までお知らせください。 

１日（金）学校保健委員会 学級ＰＴＡ 
特別支援学級閉級式  

５日（火）卒業式練習（５年） 
第３回学校関係者評価委員会  

７日（木）卒業式練習（５・６年） 交流給食 
８日（金）６年生を送る会 お別れ遠足  

お弁当の日  
９日（土）土曜授業日 ロングスキルタイム  
１１日（月）清掃・給食指導強調週間 

（～23日）  
１２日（火）卒業式練習（５・６年）  
１４日（木）卒業式予行練習（５・６年）  
１５日（金）市民あいさつ運動  

１月１８日（木），授業参観・学級ＰＴＡを実施しました。各教室には多くの
保護者の方々の姿がありました。子どもたちは若干緊張していたようでした
が，普段の授業以上にハッスルして学習に取り組みました。おうちの方の前
では，張り切り方が違いました。（親のパワーってすごいです！） 
 ４年生は，体育館で「将来の夢」の発表を行いました。子どもたちは，「か
がやき」の時間に学習してきた「将来の夢」について，タブレットを駆使して
堂々と発表しました。保護者の方々からは，１０歳を祝うムービーも披露さ
れ，心温まる感動的な会になりました。  

   

頑張りました！なわとび大会 子どもの伸びってすごい！ 

３月の主な行事予定 

１月２６日（金），１年生が校区老人クラブ・高
齢者学級の方々と「昔遊び」を体験しました。子
どもたちは，グループに分かれ，コマ回しやいろは
かるた，めんこ遊びなどを体験し交流を心から楽
しみました。最後に，子どもたちがお礼の気持ち
を込めてダンスを披露しました。和やかな雰囲気
の中，笑顔がいっぱいの活動になりました。ご参
加の皆様，本当にありがとうございました。 

 

１年生が昔遊びを体験！ 
１月２６日（金），壁画家で紙芝居文化の会
統括委員の松井エイコさんが，６年生に平和
についての講話や紙芝居をしてくださいまし
た。松井さんは，子ども一人一人を見つめなが
らやさしく語りかけてくださり，子どもたちも真
剣な面持ちで話を聞いていました。戦争や原
爆の恐ろしさ， 
平和の尊さ，今 
ある日常の大切 
さについて，思い 
を深くすることが 
できました。 

６年生が平和について学ぶ

る，すてきな給食感謝会！ 

１月３０日（火），枕崎市学校音楽祭が開催さ 
れ，４年生が参加しました。トップバッターというこ 
ともあり，本番前には張り詰めた空気が漂ってい 
ました。ところが，なんということでしょう。発表が始 
まると，担任の野浦教諭のノリノリの指揮と４年生 
らしさが見事にマッチして，まさに過去イチの歌声 
と演奏を披露してくれました。指揮者と表現者が 
一体となり，「音楽って楽しいな」と感じさせてくれ 
るすてきな発表でした。「ブラボー４年生！ ブラボー，マエストロ野浦！」  

先日，世界的指揮者の小澤征爾さんが死去され，世界中の音楽関係者が深い悲しみに包まれ
ました。欧米出身者が絶対だったクラッシック音楽の世界で，小澤さんがアジア人として初めて成
功を収め，他のアジア人が進出する道を切り開いた功績は計り知れません。 
私は，音楽は全くの素人ですが，以前，テレビで見た小澤さんの迫力と情熱あふれる指揮に深く

感動したことを覚えています。「指揮者って，めっちゃかっこいい。」と思いました。小学校の教員は，
校内外の音楽発表会などで指揮をする機会が結構あります。担任時代の私は，ど素人のくせに，
気持ちは「世界のオザワ」をイメージして指揮棒を振りました。今振り返ると，とても恥ずかしい。 
小澤さんの指揮は，とてもダイナミックで情熱的です。しかし，その土台は，基礎・基本。学生時

代には指揮の基礎・基本を徹底的にたたき込まれたそうです。それがのちに世界から「完璧」と称
えられた指揮テクニックにつながっているのです。さらに，小澤さんを語る上で欠かせないエピソー
ドが「暗譜」です。指揮する際，「演奏家に目が行き届くように」と常に曲を暗譜していたそうです。
数時間にも及ぶオペラの楽譜を覚えるのは並大抵のことではありません。小澤さんは膨大な時間
をかけて楽譜をすべて頭にインプットし，作曲家と同じ気持ちになった状態で舞台に立っていたの
だそうです。完璧でダイナミックな指揮テクニックに加え，そのような並外れた努力を積み重ねてき
たからこそ，偉大なマエストロとして世界中から称賛を集めてきたのだと思います。 

 
実は，と言うほどでもないですが，私は小澤さんにならい，自分に課していることがあります。小

澤さんの努力には遠く及ばないことなのですが，毎年自分への宿題として取り組んでいます。それ
は・・・たいしたことではないので，引退するまで胸の中にしまっておこうと思います。 
偉大なマエストロ 小澤征爾さんの生き方や考え方に私たちも学ぶとともに，そのエッセンスを

少しでも子どもたちに伝えていければと思います。 

 
 ありがとうございました授業参観＆１０歳を祝う会 

１月２４日（水），給食センターの    先生，枕崎牛生産者の    さんと    さんをお迎えして，
給食感謝会を行いました。 はじめに，代表児童が感謝の手紙を発表しました。どの手紙も給食へ
の感謝の気持ちが伝わる内容で，出席の方々も感激されていま 
した。そのあと，    先生から給食のことについて，    さんと   
さんから枕崎牛の説明をしていただきました。これからも，多く 
の方々が関わってくださることに，「命」をいただくことに，感謝の 
気持ちをもちながら，給食を食べていきましょう。温かい雰囲気の 
中，感謝の気持ちがあふれるすてきな給食感謝会になりました。 

 


